
平
成
二
十
年
一
月
十
一
日
受
領

答

弁

第

三

七

二

号

内
閣
衆
質
一
六
八
第
三
七
二
号

平
成
二
十
年
一
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
近
藤
昭
一
君
提
出
「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
」
の
環
境
影
響
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
近
藤
昭
一
君
提
出
「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
」
の
環
境
影
響
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
�
／
��
規
模
の
渇
水
」
が
何
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
十
九
年
十
一
月
六
日
に

開
催
さ
れ
た
第
八
回
木
曽
川
水
系
流
域
委
員
会
（
以
下
「
第
八
回
流
域
委
員
会
」
と
い
う
。
）
で
配
布
し
た
資
料－

六－

二

に
お
い
て
「
異
常
渇
水
の
発
生
頻
度；

過
去
���
年
間
の
全
国
の
降
雨
状
況
を
み
る
と
、
年
間
降
水
量
の
最
小
値
の
更
新
が
�

〜
�
回
程
度
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
�
年
規
模
の
異
常
渇
水
が
��
年
間
に
�
回
程
度
発
生
す
る
と
仮
定
。
」
と
記
載

し
て
い
る
も
の
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
��
」
と
い
う
数
字
は
、
単
に
百
を
六
で
除
し
た
値
で
あ
る
十
六
・
七

の
一
の
位
を
四
捨
五
入
し
た
数
字
で
あ
り
、
渇
水
の
発
生
確
率
を
計
算
し
た
も
の
で
は
な
い
。
先
の
答
弁
書
（
平
成
十
九
年

六
月
二
十
二
日
内
閣
衆
質
一
六
六
第
三
七
八
号
。
以
下
「
先
の
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
二
の
（
一
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と

お
り
、
個
々
の
渇
水
に
つ
い
て
統
計
学
上
の
発
生
確
率
を
計
算
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
計
算
し
て
い
な
い
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
理
由
」
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
三
の
（
四
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
御
指
摘
の
「
主
軸

に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
」
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
平
成
十
九
年
七
月
三
十
一
日
に
開
催
さ

一



れ
た
第
七
十
二
回
社
会
資
本
整
備
審
議
会
河
川
分
科
会
河
川
整
備
基
本
方
針
検
討
小
委
員
会
で
配
布
し
た
資
料
二
に
お
い
て

「
特
に
、
平
成
�
年
に
既
往
最
大
規
模
の
渇
水
が
発
生
し
、
市
民
生
活
・
社
会
経
済
活
動
・
河
川
環
境
等
に
甚
大
な
被
害
を

与
え
た
」
と
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
八
回
流
域
委
員
会
で
配
布
し
た
資
料－

六－

二
に
お
い
て
「
平
成
�
年
の
渇
水
で

は
、
木
曽
川
の
上
流
ダ
ム
群
が
枯
渇
し
、
河
川
流
量
が
ゼ
ロ
を
記
録
す
る
な
ど
、
維
持
流
量
を
大
幅
に
下
回
る
厳
し
い
状
態

が
約
�
ヶ
月
継
続
し
た
。
」
と
記
載
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
九
回
木
曽
川

水
系
流
域
委
員
会
で
配
布
し
た
資
料－

三
に
お
い
て
「
平
成
�
年
の
渇
水
で
は
、
木
曽
川
本
川
で
も
瀬
切
れ
が
発
生
し
、
河

川
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。
」
等
の
記
載
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
多
く
の
機
会
を
と
ら
え
て
木
曽
川
水
系
の

異
常
渇
水
対
応
の
必
要
性
を
説
明
し
て
い
る
。

一
の
（
�
）
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
（
以
下
「
導
水
路
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
異
常
渇
水
時
に
、
徳
山
ダ
ム
に
貯
留
さ
れ
て

い
る
緊
急
水
毎
秒
十
六
立
方
メ
ー
ト
ル
を
導
水
路
に
よ
り
一
級
河
川
木
曽
川
水
系
木
曽
川
（
以
下
「
木
曽
川
」
と
い
う
。
）

に
補
給
し
、
そ
の
一
部
で
あ
る
毎
秒
四
立
方
メ
ー
ト
ル
は
一
級
河
川
木
曽
川
水
系
長
良
川
（
以
下
「
長
良
川
」
と
い
う
。
）

を
経
由
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
木
曽
川
木
曽
成
戸
地
点
（
以
下
「
木
曽
成
戸
地
点
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
流
量
は
木
曽
川

二



上
流
ダ
ム
群
（
味
噌
川
ダ
ム
、
阿
木
川
ダ
ム
及
び
新
丸
山
ダ
ム
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
補
給
と
相
ま
っ
て
毎
秒
四

十
立
方
メ
ー
ト
ル
、
長
良
川
忠
節
地
点
に
お
け
る
流
量
は
毎
秒
十
一
立
方
メ
ー
ト
ル
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
よ
り
、
平
成
六
年
に
木
曽
川
で
発
生
し
た
よ
う
な
瀬
切
れ
が
防
止
さ
れ
る
こ
と
、
木
曽
川
の
中
流
部
の
ア
ユ
等
の
産
卵

へ
い

場
で
必
要
と
考
え
ら
れ
る
流
量
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
、
平
成
六
年
に
木
曽
川
で
発
生
し
た
よ
う
な
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
斃
死
等

の
現
象
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
、
平
成
六
年
に
木
曽
川
及
び
長
良
川
で
発
生
し
た
よ
う
な
水
質
悪
化
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
等
河

川
環
境
の
改
善
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
河
川
環
境
の
改
善
効
果
及
び
導
水
路
事
業
の
必
要
性
・
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
土
交
通
省
が
実

施
し
て
き
た
調
査
の
う
ち
結
果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、
名
古
屋
市
等
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
「
徳
山
ダ
ム
に
係
る
導
水
路
検
討
会
」
、
木
曽
川
水
系
流
域
委
員
会
等
に
お
い
て
説
明
し
、
ま
た
、
広
く
公

表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
更
に
必
要
と
な
る
環
境
調
査
等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
行
う
予
定
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
の
�
の
（
ア
）
及
び
（
イ
）
並
び
に
�
に
つ
い
て

木
曽
成
戸
地
点
に
お
い
て
は
、
関
係
行
政
機
関
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
木
曽
三
川
協
議
会
が
昭
和
四
十
年
に
決
定
し
た
木
曽

三



三
川
水
資
源
開
発
計
画
等
に
基
づ
き
、
新
規
の
利
水
に
お
け
る
取
水
や
上
流
の
ダ
ム
で
の
貯
留
を
そ
の
流
量
の
超
過
分
の
範

囲
内
と
す
る
基
準
流
量
を
毎
秒
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
に
設
定
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
運
用
の
下
で
の
木
曽
成
戸
地
点
下
流
に

お
け
る
河
川
環
境
の
保
全
に
関
し
て
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
生
息
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た
。
御
指
摘
の
「
グ
ラ
フ
」
は
、
木
曽

ぜ
き

川
大
堰
か
ら
の
放
流
量
と
塩
素
イ
オ
ン
濃
度
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
木
曽
成
戸
地
点
の
流
量
が
お
お
む
ね
毎
秒
五

十
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
れ
ば
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
生
息
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
塩
素
イ
オ
ン
濃
度
を

満
足
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

木
曽
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
も
踏
ま
え
、
毎
秒
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
を
木
曽
成
戸

地
点
で
の
維
持
流
量
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
「
「
��
�
／
ｓ
必
要
と
思
わ
れ
る
」
と
な
っ
て
い
る
」
が
何
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
御
指
摘
の
「
グ
ラ
フ
」
に
毎
秒
五
十
七
立
方
メ
ー
ト
ル
と
の
記
載
は
あ
る
も
の
の
、
同
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
「
必
要
な

流
量
は
概
ね
��
�
／
ｓ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
生
息
環
境
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
木
曽
成
戸
地
点
に
お
け
る
維
持
流
量
で
あ
る
毎
秒
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
木
曽
川
上
流
ダ

四



ム
群
で
毎
秒
四
十
立
方
メ
ー
ト
ル
の
流
量
を
確
保
し
、
毎
秒
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
と
の
差
分
の
毎
秒
十
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ

い
て
は
、
既
得
用
水
の
合
理
化
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

導
水
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
異
常
渇
水
時
に
、
徳
山
ダ
ム
に
貯
留
さ
れ
て
い
る
緊
急
水
を
導
水
路
に
よ
り
木
曽
川
に
補
給

し
、
そ
の
一
部
は
長
良
川
を
経
由
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
木
曽
成
戸
地
点
に
お
い
て
木
曽
川
上
流
ダ
ム
群
に
よ
る
補
給
と
相

ま
っ
て
毎
秒
四
十
立
方
メ
ー
ト
ル
の
流
量
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

平
成
六
年
に
木
曽
川
で
発
生
し
た
よ
う
な
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
斃
死
等
の
現
象
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
の
他
に
も
、
一
の（
�
）

の
�
及
び
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
な
導
水
路
事
業
に
よ
る
河
川
環
境
の
改
善
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

長
良
川
河
口
堰
（
以
下
「
堰
」
と
い
う
。
）
の
建
設
に
よ
り
、
堰
上
流
域
で
は
堰
運
用
後
は
淡
水
化
す
る
た
め
、
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ
は
繁
殖
で
き
な
く
な
る
こ
と
、
ま
た
、
堰
下
流
域
に
お
い
て
は
長
良
川
の
流
下
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
実
施
す

る
し
ゅ
ん
せ
つ
の
影
響
を
受
け
る
区
域
で
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
漁
獲
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
関
係
の

漁
業
組
合
と
十
分
話
し
合
っ
た
上
で
、
適
正
に
漁
業
補
償
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

五



二
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
名
古
屋
市
工
業
用
水
」
に
つ
い
て
は
、
渇
水
時
の
み
な
ら
ず
平
常
時
に
お
い
て
も
長
良
川
を
経
由
し
て
木
曽

川
に
導
水
す
る
予
定
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

ダ
ム
の
貯
水
池
で
は
、
水
質
及
び
水
温
は
季
節
及
び
時
間
に
応
じ
、
ま
た
、
水
深
に
よ
り
変
化
す
る
た
め
、
貯
水
池
の
水

質
及
び
水
温
分
布
に
応
じ
て
取
水
し
放
流
す
る
選
択
取
水
は
、
下
流
の
河
川
環
境
に
極
力
支
障
を
与
え
な
い
よ
う
に
放
流
を

行
う
た
め
の
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
級
河
川
淀
川
水
系
猪
名
川
の
一
庫
ダ
ム
で
は
、
ダ
ム
完
成

以
降
、
選
択
取
水
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
水
温
層
か
ら
取
水
し
、
貯
水
池
に
流
入
す
る
水
温
と
ほ
ぼ
同
じ
水
温
の
水

を
ダ
ム
下
流
へ
放
流
し
て
お
り
、
河
川
環
境
に
特
段
の
支
障
を
与
え
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二
の
（
�
）
及
び
三
の
（
�
）
に
つ
い
て

一
の
（
�
）
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
導
水
路
事
業
は
木
曽
川
及
び
長
良
川
の
河
川
環
境
の
改
善
の
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
導
水
路
事
業
が
生
態
系
に
与
え
る
影
響
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
た
水
質
、
動
植
物

等
に
つ
い
て
の
現
地
調
査
等
の
分
析
を
行
い
、
必
要
と
さ
れ
る
調
査
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
学
識
経
験
者
に
よ

六



る
意
見
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

導
水
路
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
長
良
川
に
お
け
る
漁
業
に
著
し
い
損
失
が
生
じ
る
こ
と
は
現
段
階
で
は
想
定
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
導
水
路
事
業
に
係
る
事
業
費
に
漁
業
補
償
に
要
す
る
費
用
は
見
込
ん
で
い
な
い
。
な
お
、
導
水
路
事
業
が
漁
業

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
が
平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
十
六
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
」（
以
下
「
国
勢
調
査
」

と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
木
曽
川
の
ダ
ム
貯
水
池
を
除
く
直
轄
管
理
区
間
に
お
け
る
特
定
外
来
生
物
（
特
定
外
来
生
物
に

よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定

外
来
生
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
魚
類
に
つ
い
て
は
ブ
ル
ー
ギ
ル
及
び
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
底
生
動
物
に
つ
い
て
は
カ

ワ
ヒ
バ
リ
ガ
イ
及
び
コ
ウ
ロ
エ
ン
カ
ワ
ヒ
バ
リ
ガ
イ
、
植
物
に
つ
い
て
は
ア
レ
チ
ウ
リ
、
オ
オ
フ
サ
モ
及
び
オ
オ
キ
ン
ケ
イ

ほ

ギ
ク
、
両
生
類
に
つ
い
て
は
ウ
シ
ガ
エ
ル
、
哺
乳
類
に
つ
い
て
は
ヌ
ー
ト
リ
ア
及
び
ア
ラ
イ
グ
マ
を
確
認
し
て
お
り
、
長
良

川
の
直
轄
管
理
区
間
に
お
け
る
特
定
外
来
生
物
は
、
魚
類
に
つ
い
て
は
カ
ダ
ヤ
シ
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
及
び
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
底

七



生
動
物
に
つ
い
て
は
カ
ワ
ヒ
バ
リ
ガ
イ
及
び
コ
ウ
ロ
エ
ン
カ
ワ
ヒ
バ
リ
ガ
イ
、
植
物
に
つ
い
て
は
ア
レ
チ
ウ
リ
、
オ
オ
フ
サ

モ
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
及
び
オ
オ
カ
ワ
ジ
シ
ャ
、
両
生
類
に
つ
い
て
は
ウ
シ
ガ
エ
ル
、
哺
乳
類
に
つ
い
て
は
ヌ
ー
ト
リ
ア

及
び
ア
ラ
イ
グ
マ
を
確
認
し
て
お
り
、
一
級
河
川
木
曽
川
水
系
揖
斐
川
（
以
下
「
揖
斐
川
」
と
い
う
。
）
の
ダ
ム
貯
水
池
を

除
く
直
轄
管
理
区
間
に
お
け
る
特
定
外
来
生
物
は
、
魚
類
に
つ
い
て
は
カ
ダ
ヤ
シ
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
及
び
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
底

生
動
物
に
つ
い
て
は
カ
ワ
ヒ
バ
リ
ガ
イ
、
植
物
に
つ
い
て
は
ア
レ
チ
ウ
リ
、
オ
オ
フ
サ
モ
及
び
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
両
生

類
に
つ
い
て
は
ウ
シ
ガ
エ
ル
、
哺
乳
類
に
つ
い
て
は
ヌ
ー
ト
リ
ア
及
び
ア
ラ
イ
グ
マ
を
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
が
平
成
十
三
年
度
か
ら
平
成
十
五
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
国
勢
調
査
に
お
い
て
は
、
揖
斐
川
に
設
置

す
る
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
の
取
水
口
の
上
流
に
位
置
す
る
横
山
ダ
ム
貯
水
池
で
、特
定
外
来
生
物
を
確
認
し
て
い
な
い
。

三
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

三
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
揖
斐
川
に
設
置
す
る
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
の
取
水
口
の
上
流
に
位

置
す
る
横
山
ダ
ム
貯
水
池
で
は
こ
れ
ま
で
特
定
外
来
生
物
を
確
認
し
て
い
な
い
が
、
導
水
路
事
業
に
お
け
る
特
定
外
来
生
物

の
拡
散
・
侵
入
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
も
含
め
、
導
水
路
事
業
に
伴
い
実
施
す
る
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
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